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平成 27年５月 18日 

各 位 

 

 

内部統制システム構築に係る基本方針の改定に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、「内部統制システム構築に係る基本方針」を一部改

訂することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。  

 

記 

 

１．取締役及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体 

 制 

当社及び子会社（以下、当社グループという。）は、経営理念・グループステートメ

ント、コンプライアンス規程その他社内規程に基づき、法令等遵守の意識のもと適正な

業務執行が行われるべく、教育・啓蒙を行い、その執行を徹底・監督します。また、職

務執行に係るコンプライアンス違反及びそのおそれに関して通報・相談を受け付けるた

めの内部通報制度を適正に運用します。さらに、職務執行に関する法令及び定款への適

合性に関して、内部監査、監査役監査の実施により確認します。 

当社グループは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体に対し

ては、毅然とした対応をします。また、反社会的勢力対応マニュアル等を制定して社内

体制を整備し、警視庁と連携するとともに、社内における教育研修を行います。 

 

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に対する体制 

  当社グループの取締役の職務執行に係る情報については、法令及び社内規程に基づき

適正に作成・保存・管理し、保存期間中は必要に応じて取締役、監査役、外部監査人等

が閲覧、謄写可能な状態とします。 

 

会 社 名 株 式 会 社 ハ ウ ス ド ゥ 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 安藤 正弘 

 （コード番号：3457） 

問合せ先 
常 務 取 締 役 

管 理 統 括 本 部 長 
浅田 浩 

 （TEL.075-229-3200） 



2 

 

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

事業上のリスク管理に関する基本方針や体制を定めたリスク管理規程を制定し、当該

規程に基づく当社グループのリスク管理体制を構築、運用します。また、事業活動上の

重大な事態が発生した場合には損失の拡大を防止するため、迅速かつ適切な情報伝達と

緊急体制を整備するとともに、再発防止策を講じます。 

 

４．取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制 

当社グループの取締役会は毎月１回定期的に開催するほか、必要に応じて臨時に開催

し、法令、定款及び取締役会規程に基づき、重要事項について審議・決定を行います。

取締役会の決定に基づく業務執行については、組織規程、業務分掌規程、職務権限規程

その他社内規程において、それぞれの責任者及びその責任、執行手続の詳細について定

めています。 

 

５．当社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制 

当社は、関係会社管理規程に基づき、子会社に対する適切な経営管理を行うととも

に、必要に応じて指導・支援・モニタリングを行います。また、コンプライアンス規程

及び関連規程に基づき、当社グループにおける業務活動が法令等遵守の意識のもと行わ

れる体制とします。 

 

６．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該従業

員に関する事項ならびに当該使用人の取締役からの独立性に関する事項 

監査役が必要とした場合は、監査役の職務を補助する使用人を置くこととします。当

該使用人は、監査役より受けた業務に関し、取締役などの指揮命令に服さないものとし

ます。当該使用人の任命、異動、評価、懲戒は監査役の意見を尊重した上で行うものと

します。 

 

７．財務報告の信頼性を確保するための体制 

当社グループは、信頼性のある財務報告を作成するために、財務報告に係る内部統制

が有効に機能するための体制の構築、整備及び運用を行います。財務報告における不正

や誤謬が発生するリスクを管理し、業務執行の適正化を推進するとともに、財務報告に

係る社内規程の適切な整備及び運用を行います。また、財務報告に係る内部統制の仕組

みが適正かつ有効に機能することを継続的に監視・評価し、不備があれば必要な改善・

是正を行うとともに、関係法令との適合性を確保します。 

 

８．取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関す 

る体制 

当社グループの代表取締役及び業務執行を担当する取締役は、取締役会において随時

その担当する業務の執行状況の報告を行います。また、取締役及び使用人は、会社に重
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大な損失を与える事項が発生し又は発生する恐れがあるときや、役職員による法令・定

款違反又は不正な行為を発見したときは、監査役に報告します。 

なお、監査役への報告を行った者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱を受

けない体制を確保することとします。 

 

９．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

監査役の過半数は社外監査役とし、監査の透明性を確保します。また、取締役と監査

役の定期的な意見交換会を開催し、外部監査人・内部監査部門との連携を図り、適切な

意思疎通及び効果的な監査業務の遂行を図ります。また、役職員の監査役監査に対する

理解を深め、監査役監査の環境を整備するよう務めます。 

 

10．監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項 

当社は、監査役がその職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還等の請求をし

たときは、当該監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該

費用又は債務を処理することとしております。 

以上 

 


